
1 .夏 秋 キ ユウ リめ摘果 につい て

1.背 景と特徴

本県の夏秋キユウリ殺培面積は約400 haあ り、収穫期は7～ 9月 で収穫最盛期は8月

中旬となり、京浜地区の消費の少ない時期に出荷量が多く【この時期の価格は低迷するこ

とが多い。また青果市場の休日対策として出荷調整の必要があり、収穣期間中の摘果の効

果を検討したので参考に供したい。

2.技 術の内容

8月 上中旬の高温期に開花当日のものを摘果する。摘果開始後7～ 8日 で収量が低下じ

てくる。満果日荻は 1～ 5日 の範囲で目的によってきめる。

3.普 及上の留意点

(1)8月 上中旬の高温期の収穫盛期に行うが、青果市場のお往休みなどの休日による価格

の変動をみて安値対策として行う。

(2)品 種は、ときわ北星とする。

(3)摘 果することにより、総収量が多少減収となる。

4 試 験成績の概渡

(1)試 験課題名      夏 秋キュウリの摘果効果

像)試 験年次および場所  昭 和 50年  岩 手県園芸試験場本場

(3)試 験方法             ~

摘果法および摘果月日

① 標 準区

② 5回 区………8月 易6,18,9日 の連続雰回

0 3回 区………8月 6,78日 の連続 3回

④ l回 区………8月 う日の 1回

来各区とも摘果当日開花したものを摘果対照とした。

い)試 験結果

8月 上旬の摘果で 1回 ,3回 95回 のいずれの方法でも施果開始後 7～ 8日 日で収量

が低
~Fす
るが、輸果回数 (結果量 )の多いほど低根の日が続き、標準対比で3月 11～

15日 で5回区51.4.%,3回 区72.0%・ 1回区62.9%と 減収がみられた。この傾向

は 16～ 20日 .5回 区で70。8%,3回 区で779%で あったが、 1回区は Hユ 7%で
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あった。総収量では標準よりう回医が8.5%・ 9回区で2.7%, 1回 区でう%の 減収と

なり摘呆回数による傾向的な差は明らかでないが、摘果による減収傾向が見られるが、

大きい減収とはならない。

勇 主 要成果の具体的デ
ーター
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第2茨  日 別収量および標準対比 (6株 当り).

月 日

試験区
8.12 8. 13 8.14 8 ・1 う 8 。1 6 8.18 8.19 8.20 計

標準区
薔

' 3 2 0 8.3 7 3 , 3 6.0 8!7 672

100 100 100 1 00″ 100 100 100 100 100

実荻骸S

比率防
5 回 区

2 0 3.0 |:3.0 4 6 2.9 6.7 勇 7 8,0 42.〕

677 56.6 33.3 5見 4 31.5 72.o 9曳 0 92.0 62.9

3 回 区
襴

10.7 6 . 7 勇 3 3.0 3 , 0 , 7 71 8,7 542

88.5 126.4. 58.9 36. 1 41.1 1043 118.3 100 80.7

旺翻
7 7 1.0 易 7 4 3 曳 0 12.7 11,0 8.0 5五 4

579 18.9 63,3 51.8 68.5 136.6 183.3 92.0 82.4.

18  19  20 21 勉  29 24 26 27

中力lt'1蕩卜単 ■ヽⅢⅢ,t綱



第 3表  時 期別収量調査 (6株 平均本数 )
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第4表  時 期別収量比 (標準比 )
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2 . 野 菜類 の稲 わ ら施 用 にっ いて

1.背 景 と特徴

野菜栽培において最近堆廠肥が不足 していることから、畑地における施用について、 48

～ '0年 にわたり夏状キュウリ,夏 釈 トマ ト,4.9～ う0年 にキャベツ,短 棋ニンジジを供

試して秋,春 稲わら施用を行ない、堆肥施用と比較 した結果、堆肥施用と同等の収量が得ら

れたので参考に供 したい。
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